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報告書データ / Report
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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

建設用コンクリート3Dプリンタ（以下、3DCP）で造形した積層体では、積層方法
を由来とするコールドジョイント状の不連続層が内部に発生する事が知られてい
る[1]。また、事前に鉄筋を型枠内に配置して、コンクリートを流し込み、締固め造
形する従来の補強方法の適用は困難であり、適した補強方法の提案が必要とされて
いる[2]。そこで、補強材の自動挿入による補強[3]を提案した。ここでは、造形し
た積層体に対して補強材挿入を行った場合に内部に生じる空隙について、東北大学
ナノテク融合技術支援センターのマイクロX線CTにより観察を行った。

実験
Experimental

積層材料はチクソトロピー性を備えたモルタルを使用して、図1に示す自作の3DCP
により積層体[4]を造形した。補強材自動挿入機構[5]によって、ねじ式補強材（コー
ススレッド、および、タッピングネジ）をスクリュー式の機構により挿入した。こ
のスクリュー式機構は挿入位置や補強材の装填などの一連の作業を自動で行うこと
ができる。作製した試験体から試験体（40 mm × 40 mm × 160 mm）を切り出し、
マイクロX線CT（TY-313）により内部を観察した。撮影条件は電圧145 kV、電
流57μAとした。

結果と考察
Results and Discussion

撮影したマイクロX線CTデータを汎用画像処理ソフト（ImageJ）により再構成を行っ
た。再構成した画像の例を図2に示す。この観察結果より、補強材は概ね予定通り
の角度での挿入が可能であることが確認された。また、再構成した画像添加されて
いるから空隙体積を計算した結果、文献5で実施した結果と比較して、巻込み空隙
の同程度であることが確認された。これは、前年度までに実施した円柱状補強材と
比較すると減少する傾向が見られ、ねじ式の補強材の表面性状に付着性状の改善が
期待できる結果であった。また、補強材をスクリュー形式で挿入する機構を30°程
度までの角度をつけた状態でも用いることが可能であることを確認した。
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図1 使用した卓上3DCP
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図2 X線CT計測の例（左・コーススレッド、右・タッピングネジ）
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